
 生産者に通知する粗タンパク含量分析結果において、タンパク含量の区分に応じて「範囲外」「許容値内」「基準値範
囲」の3種類に分類し、分類ごとに通知の色を変え、分析結果を分かりやすく示している。「範囲外」のタンパク含量が２
年続く生産者には営農指導員が重点的に訪問し栽培指導をする等、高品質な生産につながるよう指導の徹底を図って
いる。

 上記結果と合わせて、施設に持ち込まれた荷受日、荷受№ごとの粗タンパク含量も通知。生産者も荷受ごとのばらつきが
確認できることから、翌年以降の営農において圃場別の肥培管理の目安とすることができる。

① 小麦のタンパク含量分析結果（例）

平均粗タンパク含量とともに、
・基準値範囲内
・許容値範囲内
（基準値を上回る/下回る）

・範囲外
（許容値を上回る/下回る）

のいずれかに該当することを
示す。

分類に応じてメッセージを変え、品質に応じた適切な
肥培管理を生産者に促す。
○許容値範囲内の場合

○範囲外の場合

「範囲外」が２年続くと営農指導員が重点的に訪問し
栽培指導を実施。

岡山県｢JA岡山｣

②荷受ごとの明細書（抜粋）

荷受ごとの重量、荷受水分、粗タンパク含量を記した
明細書を左の分析結果と一緒に生産者に通知。

各区分の粗タンパク含量の数値を
示すとともに分類別に通知の色を
分け、客観的かつ分かりやすい
表示方法としている。
（タンパク質含量による分類と通知の色）
基準値範囲：白
許容値内 ：黄
範囲外 ：赤
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〇平成25年10月に設立され、福岡県で硬質小麦を作っている13JA・生産者から成る組織
〇パン用小麦「ミナミノカオリ」、ラーメン用小麦「ちくしW2号（通称「ラー麦」、福岡県独自品種）」を栽培
〇実需者から強く求められている「タンパク質含有率12％以上達成」を目標に掲げ、品質向上にむけた取組を実施。
（主な取組内容）
・ 硬質麦栽培手順書はじめ、JA毎に「麦栽培暦」を作成
・ 各種研修会の実施（排水対策、土づくり、中間管理作業、穂揃い期追肥、実需者との意見交換会）
・ 栽培履歴および生産者別品質分析により、生産者リストを作成し、各生産者へフィードバック
（ 一部JAでは、低品質が続く生産者に対し、麦種転換や他作物への転換を依頼）

福岡県 ｢JA全農ふくれん麦部会硬質麦研究会｣

・平成25年10月設立
・全13JAで編成
・会長：JA直鞍 遠藤幸男

構成

栽培品種

・ミナミノカオリ
パン用小麦、
1,945ha（R5）

・ちくしW2号
(通称：ラー麦)
ラーメン用小麦、
1,737ha（R5）

品質向上にむけた取組
・硬質麦栽培手順書の配布

・ 県、研究機関、実需者等と連携し、
JA毎に「麦栽培暦」を作成

・各種研修会の実施
（排水対策、土づくり、中間管
理作業、穂揃い期追肥、実需者
との意見交換会 など）

・生産者ごとに品質分析を実施、
栽培履歴と照らし合わせ、
営農指導

A氏 タンパク質 10%
B氏 タンパク質 12%
C氏 タンパク質 13%
D氏 タンパク質 9%               

・
・
・

JAによっては低成績
者に対し、麦種転換
や他作物への転換を
依頼することも…！

※作付面積は第29回福岡県民間流
通地方連絡協議会（小麦）資料よ
り令和５年産実績値
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